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• 本人の特性に基づいた支援を整えることにより、

強度行動障害を予防する支援を行うことができます。

• この時間では、予防的な支援のポイントをまとめます。

キーワードは「構造化（環境を整えること）」です。

この時間で学びたいこと
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• また「構造化」を含めた支援は、

その時の本人の状態像に合わせてリニューアルします。

これを怠ると本人とのズレが生じることがあります。

「構造化」したのに、うまく行かない場合は、

改めて今までの支援を見直し、更に改善します。

このリニューアルを「再構造化（環境の補整や補強）」

と言います。

• 自閉症の特性をベースにした基本的な支援の在り方を理解

することが、この時間のテーマです。

この時間で学びたいこと
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①支援の道筋

②目で見てわかる支援が基本

③何をどう構造化（環境を整えること）するか

④再構造化（環境の補整と補強）

この時間の流れ

講義，ときどき 映像視聴
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①支援の道筋
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支援の道筋 その１

• 支援においては次のような道筋を大切にします。

ⅰ）その人の特性や人生のニーズを把握する

ⅱ）その人の特性に配慮した構造化を整える

ⅲ）その人の人生のニーズに沿った計画と実践、

評価や改善のサイクル（ＰＤＣＡサイクル）

でよりよい人生へと向かう

ⅳ）支援が停滞したり強度行動障害の症状が

現れたりしたときには、改めて環境を見直し

「再構造化（環境の補整や補強）」をする

この講義では、ⅱ）についてお話しします
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支援の道筋 その２

予防的で基本的な支援

よ
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い

人

生

へ

と

向

か

う

強度行動障害の支援

予防的で基本的な支援をベースに、
プラスアルファの取り組みをするが、そこにもPDCAサイクルはある
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②目で見てわかる支援が基本
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• 目で見てわかる支援をするのはなぜか？

–自閉症の人は目に見えない意味を理解した
り思いを伝えたりすることに苦手さがある
から

–複数の情報を処理することに苦手さがある
から

–雑多な環境の中から必要な情報に目を向け
ることに苦手さがあるから
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• 目で見てわかる支援をするために

–自閉症の人たちにとってわかりにくい状態
にある情報環境を整理し、一人一人にわか
りやすい形で届ける必要がある

＝「構造化（環境を整えること）」

＝ 自閉症の人たちに合わせた支援

＝ 合理的配慮
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③何をどう構造化するのか
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• 構造化（環境を整えること）したい

６つの情報

– 「いつ 」

– 「どこで 」

– 「何を 」

– 「どのくらい 」

– 「どうやって 」

– 「次は 」
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• ５つの視点に整理して構造化（環境を整えるこ
と）する

–時間の視点（生活の見通し）

–場所の視点（活動との対応・刺激の整理）

–方法の視点（やり方・終わり・次）

–見え方の視点（ヒント・着目）

–やりとりの視点

（コミュニケーションツール）
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【社会性の特性】支援のアイディア

汲み取ってもらう、察してもらうではなく、
具体的に伝える(見え方の視点・やりとり
の視点）

誰にどう伝えたらよいかを具体的に伝える
（見え方の視点・やりとりの視点）

「いつ」「どこで」「何を」の情報を見て
わかるように伝える（方法の視点・やりと
りの視点）
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見え方の視点（ヒント・着目）

• 見てすぐにわかる情報を提示するために

－必要な情報に注目しやすくする工夫

－見るだけで何をすれば良いかがわかる

工夫

－情報や材料が見やすい・扱いやすい

工夫
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何を、どうやって
進める？

（上から下の流れで
分かりやすく
見せる）
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何を、どのように、「選ぶ」？
（色を使って分かりやすく見せる）
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何を、どのように、「伝える」？
（ボードをはがして、職員に渡す）

⇒コミュニケーションを「人」に向ける
18



いつ、何を、着る？
（具体的にいつ何を着るか見せる）

⇒「季節,寒暖に合わせて」は抽象的で分かり辛い
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何を、どこから、出す？
（一目で分かりやすく、「着る洋服」を見せる）
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見え方の視点 事例
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「一目で分かる」は自閉症の人だけでなく
我々にとっても必要な配慮

（構造化は健常者の方が日常で沢山使っている）
25



方法の視点（やり方・終わり・次）

• 「何を」「どのくらい」「どうやって」
「次は」という理解を助けるために

－やることの内容や数や順序が違っても

進め方は同じという“システム”を提示

する。
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「同じものを合わせる＝マッチング」
⇒「移動」の意味合いで活用できる
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「トイレの立ち位置」も具体的に
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「何を」「どのくらい」「どうやって」
⇒[手続き・手順]を分かりやすく「見える化」する
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「何を」「どのくらい」「どうやって」
⇒[手続き・手順]を分かりやすく「見える化」する
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方法の視点 事例
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個別化

① ②

③ ④
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【コミュニケーションの特性】支援のアイディア

本人が理解できる見える情報（文章、単語、
絵、写真、シンボル、具体物など）で伝え
る（やりとりの視点・見え方の視点）

本人が発信しやすいツールを（文章、単語、
絵、写真、シンボル、具体物など）提供す
る（やりとりの視点・見え方の視点）

視覚的なツールでやり取りができるように
する（やりとりの視点・見え方の視点）
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やりとりの視点
（コミュニケーションツール）

• 伝え合いわかり合うコミュニケーション
のために

－コミュニケーションの手続きを視覚的

に示し、コミュニケーションの成功体

験をサポート
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やりとりの視点 事例
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自閉症のコミュニケーションの特性

メッセージを伝える（表現）

メッセージを受け取る（理解）

メッセージを伝え合う

（相互作用）
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自閉症の表現のコミュニケーションの特徴

１）人に向かない

２）人に向くが、弱い
（気付いてもらえない）

３）コミュニケーションの
存在自体に

気が付いていない
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様々な表現（発信）ツール
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PECS:the Picture Exchange Communication System
(絵カード交換式コミュニケーション・システム)
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「ピンチもチャンス」に・・・
他利用者の水中毒対策の機会を

活かしたコミュニケーション支援の例
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視覚的コミュニケーションツールの意味

コミュニケーションは
「人に向けるもの」であることを

具体的に学び、経験値として積み重ねられる 44



【想像力の特性】支援のアイディア

本人に分かりやすく予定や変更を伝える
（時間の視点）

始まりや終わりを分かりやすいようにする
（時間の視点・場所の視点）

活動に意味や目的を持つことができる工夫
をする（方法の視点）

最初から正しい方法で行うことができるよ
うにする（方法の視点）
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時間の視点（生活の見通し）

• どんな流れで生活するのかという理解を
助ける。

• 言われるがまま（または好き放題）では
なく、自分で適切に情報をキャッチし行
動できることを大事にする。
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＊「上から下」の流れ

＊場面が終わったら、おしまい箱に
入れて「終わり」を理解する

＊次の場面（しごと）を確認する

＊作業（しごと）エリアに移動

事例①
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１）上の作業をとる

２）机の上で
作業をする

３）終わったら「おしまい箱」
に入れる

４）上の作業をとる

５）机の上で
作業をする

６）終わったら「おしまい箱」
に入れる 48



＊「上から下」の流れ

＊場面が終わったら、おしまい箱に
入れて「終わり」を理解する

＊次の場面（ペットボトルつぶし）
を確認する

＊「ペットボトルつぶし」
エリアに移動

事例①
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事例②

「串刺し」式のスケジュールは
物理的に「1回に1枚」しか取れないようにすることで

「今、何の活動なのか」が分かり易いシステム
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時間の視点 事例
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時間の視点（例）

実物・１場面 実物・２場面 写真・１場面 写真・半日 写真＋文字・半日

文字・１日
（携帯式）

文字・半日・チェック式
＋タイマー（携帯）

文字・シート
活動時間内（携帯式）

写真，絵＋文字・一か月
（カレンダー）

※上記は一例であり、当事者毎の状態により変わります
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場所の視点（活動との対応・刺激の整理）

• この場所では何をするのかという理解を助
ける。

－整理整頓は基本中の基本

－エリア（境界）を明確に

－場所と活動とが１対１対応できれば理想

だが…

• 苦手な刺激を少なくするための配慮をする
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刺激のコントロール
（個別の必要に応じて） 54



ひとつの活動にひとつのエリア
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場所の視点 事例
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刺激の調節

物理的構造化

活動に集中できるよう、その人に必要な分だけ
刺激を調節する

※上記は一例であり、当事者毎の状態により変わります
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方法の視点（やり方・終わり・次）

• 「何を」「どのくらい」「どうやって」
「次は」という理解を助けるために

－やることの内容や数や順序が違っても

進め方は同じという“システム”を提示

する。

再掲
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【感覚の特性】支援のアイディア

苦手な刺激を少なくするための配慮をする
（場所の視点）

好きな刺激、必要な刺激は保障する

（場所の視点）
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その人が求める「感覚」が得られる
「場面・場所（いつ・どこで）」を分かり易く伝える 60



場所の視点（活動との対応・刺激の整理）

• この場所では何をするのかという理解を助
ける。

－整理整頓は基本中の基本

－エリア（境界）を明確に

－場所と活動とが１対１対応できれば理想

だが…

• 苦手な刺激を少なくするための配慮をする

再掲
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④再構造化（環境の補正と補強）
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• 自閉症の特性に基づいた予防的な支援を展開し
ても、うまくいかないことは当然出てきます。

そんなときは、改めて今までの支援を見直し、

さらに整理しなおします。

＝「再構造化（環境の補整と補強）」

「再構造化（環境の補正と補強）」を繰り返し

ながら、本人に合った環境にしていきます。

63


